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　多くの医療事故にはヒューマンエラーが関係しているが、理に適ったエラー対策をとるためには、まず「エラーとは何か」を理解
しなければならない。ヒューマンエラーについてはさまざまな意見や定義がある。これまでに提案された定義の共通点を要約すると、

（１）人間のある行動があり、（２）その行動がある許容範囲から外れたもので、（３）偶然によるものを除く、となる。
　エラーは行動の結果であるが、人間は状況に応じていろいろ異なった複雑な行動を取るので、人間の行動メカニズムを理解するこ
とは簡単ではない。そこで複雑な行動を簡単に理解するためにモデルを用いる。人の行動を理解するのに便利なモデルを 3 つ紹介す
る。それらは、（１）人間の行動は、人間要因と環境要因によって決まるというレヴィンの行動モデル、（２）コフカの心理的空間に
基づく判断モデル、そして（３）河野の意思決定の天秤モデルである。
　ヒューマンエラーは、期待された範囲から外れた人間の行動であり、原因ではなく結果である。この因果関係を明らかにするには、
まず、分析対象行動（多くの場合はエラーとなった行動）に至るまでの関係者の行動を時間軸に沿って整理し、情報の流れ、モノの
流れ、行動の流れといった関係性の見える化を行うことが重要である。
　結果的にヒューマンエラーと評価された行動をとった当事者は、その行動の瞬間は正しい、あるいは合理的と判断している。した
がって、ヒューマンエラー事象分析では、人間の行動モデルに基づき、人間の要因と環境の要因に分けて、なぜ当事者は正しいと判
断したのかを推定することがエラーの原因を理解し、対策を立案するために重要である。
　ヒューマンエラー対策は、（１）ヒューマンエラーの発生防止だけでなく、最終的な被害を可能な限り小さくするための（２）ヒュー
マンエラーの拡大防止を考えなければならない。また、人間の行動モデルからは、（１）ヒューマンエラーの起こりにくい環境を構
築し、（２）人間のエラー耐性を高くする、といった理に適ったものでなければならない。
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